
第２７回 日ＡＳＥＡＮ首脳会議 

議長声明 

（２０２４年１０月１０日） 

（和文概要） 

 

●２０２３年９月のジャカルタでの第２６回日ＡＳＥＡＮ首脳会議における日

ＡＳＥＡＮ包括的戦略的パートナーシップ（ＣＳＰ）の立上げを歓迎。２０

２３年１２月の日本ＡＳＥＡＮ友好協力５０周年特別首脳会議の成功裡の開

催並びにパートナーシップの方向性を定める日本ＡＳＥＡＮ友好協力に関す

る共同ビジョン・ステートメント－信頼のパートナー－及び実施計画の採択

を含むその成果を想起し、特別首脳会議の成果の効果的なフォローアップを

期待。（パラ３） 

 

●日ＡＳＥＡＮ間のＣＳＰの著しい進展を歓迎し、日ＡＳＥＡＮ協力の包括的

な指針となる新たな共同ビジョン・ステートメントの実施計画における順調

な進展に留意。地域における平和、安全、安定及び繁栄の維持に大きく資す

る日ＡＳＥＡＮ間のＣＳＰを一層強化することへのＡＳＥＡＮ及び日本のコ

ミットメントを再確認。（パラ４） 

 

●ＡＳＥＡＮは、ＡＳＥＡＮの中心性・一体性及びインド太平洋に関するＡＳ

ＥＡＮアウトルック（ＡＯＩＰ）の強化への日本の揺るぎない支持に感謝。

日本が掲げる自由で開かれたインド太平洋（ＦＯＩＰ）構想が、関連する本

質的な原則をＡＯＩＰと共有することに留意。また、ＡＳＥＡＮは、ＡＳＥ

ＡＮを中心とし、開かれた、包摂的で、透明性のある、強靱で、ルールに基

づき、国際法を堅持し、ＡＳＥＡＮ主導のメカニズムに基づく、地域の仕組

みへの日本の改めてのコミットメントを歓迎。ＡＯＩＰの４つの優先分野に

関する、より実務的な協力及び協働を通じたものを含めた、日ＡＳＥＡＮ間

のＣＳＰを前進させることへのコミットメントを再確認。２０２３年の日本

による１億米ドルの拠出により支えられたＪＡＩＦ３．０の下で、より具体

的なプログラム及びプロジェクトが実施されることを期待。（パラ５） 

 

●ＡＳＥＡＮは、ＡＳＥＡＮ社会文化共同体（ＡＳＣＣ）ポスト２０２５戦略

計画への日本の支援を歓迎し、２０４５年までに持続可能で、強靱で、包摂

的かつ活力あるＡＳＥＡＮを実現することへのＡＳＥＡＮのコミットメント

を再確認。（パラ６） 

 



●国境を越えた犯罪、海洋安全保障、不拡散、軍縮を含む安全保障上の課題へ

の対応における協力を強化していくことに合意。地域における違法薬物対策

に関する協力を強化していくことの重要性を強調。サイバーセキュリティ分

野での日本による継続的な能力構築支援を歓迎。（パラ７） 

 

（その他、以下の分野における日ＡＳＥＡＮ協力について記載） 

●防衛、地雷・不発弾対策（パラ８） 

●法務・司法（パラ９） 

●経済（パラ１０、１１、１２、１３） 

●デジタル、グリーン等（パラ１４） 

●日ＡＳＥＡＮ次世代自動車産業共創イニシアティブ、農業、林業、漁業、食

料安全保障（パラ１５） 

●東アジア・アセアン経済研究センター（ＥＲＩＡ）（パラ１６） 

●観光（パラ１７） 

●日ＡＳＥＡＮ技術協力協定、日本アセアンセンター（パラ１８） 

●科学・技術・イノベーション（ＳＴＩ）（パラ１９、２０） 

●エネルギー（パラ２１） 

●農業、林業、食料安全保障（パラ２２） 

●知的財産（パラ２３） 

●連結性、日ＡＳＥＡＮ航空協定、日ＡＳＥＡＮ交通連携（ＡＪＴＰ）（パラ

２４） 

●スマートシティ・ネットワーク（パラ２５） 

●ＡＳＥＡＮ統合イニシアティブ（ＩＡＩ）、日メコン協力等（パラ２６） 

●ＡＳＥＡＮ感染症対策センター（ＡＣＰＨＥＥＤ）（パラ２７） 

●保健（パラ２８） 

●高齢の健康及び福祉（パラ２９） 

●人的交流、研究協力（パラ３０） 

●防災（パラ３１） 

●気候変動、環境（パラ３２） 

●スポーツ（パラ３３） 

●情報、メディア（パラ３４） 

●公務（パラ３５） 

●労働（パラ３６） 

●障害者の包摂とエンパワーメント（パラ３７） 

●社会保障、社会福祉（パラ３８、３９） 

●ジェンダー、女性・平和・安全保障（ＷＰＳ）（パラ４０） 



 

（以下の地域・国際情勢について記載） 

●朝鮮半島の最近の情勢に懸念を表明するとともに、非核化された朝鮮半島に

おける恒久的な平和及び安定を実現するため、全ての当事者間の継続的かつ

平和的な対話の重要性を強調。地域の平和と安定を脅かす憂慮すべき事態で

ある北朝鮮によるミサイル実験及び発射の最近の急増並びに朝鮮半島におい

て高まる緊張に重大な懸念を表明。複数の国が、北朝鮮に対して、全ての関

連する国連安保理決議を完全に遵守するよう求め、我々は、当事者間の平和

的な対話並びに非核化された朝鮮半島における恒久的な平和及び安定の実現

に向けて引き続き取り組むことを要求。我々は全ての関連する国連安保理決

議の完全な履行を要求。複数の国が、朝鮮半島の完全な、検証可能な、かつ

不可逆的な非核化を平和的な方法で実現するための国際的な取組に留意。全

ての当事者間の平和的な対話に資する環境の醸成を含め、外交努力が優先事

項であり続けるべき。我々は、当事者間の平和的な対話に資する雰囲気を促

進する上で、ＡＲＦといったＡＳＥＡＮ主導のプラットフォームの活用を通

じたものを含め、建設的な役割を果たす用意があることを改めて表明。我々

は、拉致問題の即時解決を含む国際社会の人道上の懸念である問題に対処す

ることの重要性を強調。（パラ４１） 

 

●我々は南シナ海における平和、安全保障、安定、安全並びに航行及び上空飛

行の自由を維持し促進する重要性を再確認するとともに、南シナ海を平和、

安定及び繁栄の海とすることの利益を認識。相互の信頼と信用を高め、紛争

を複雑化又は悪化させ平和と安定に影響し得る活動の実施を自制し、状況を

更に複雑化させ得る行動を避ける必要性を再確認。ＵＮＣＬＯＳを含む国際

法の普遍的に認められた原則に従って、紛争の平和的解決を追求する必要性

を一層再確認。２００２年の南シナ海における行動宣言（ＤＯＣ）で言及さ

れた活動を含め、クレイマント国やその他全ての国による南シナ海における

状況を更に複雑化させ、緊張を高め得る全ての活動の実施における自制の重

要性を強調。ＤＯＣを全体として完全かつ効果的に履行することの重要性を

強調するとともに、ＵＮＣＬＯＳを含む国際法に従った、実効的かつ実質的

な南シナ海における行動規範（ＣＯＣ）の交渉に資する環境を維持し促進す

ることにコミット。（パラ４２） 

 

●我々はミャンマー情勢について議論し、紛争のエスカレーション及び人道状

況について深い懸念を表明。ミャンマーにおける政治的危機に対処するため

の主要な拠り所であり続けるＡＳＥＡＮ首脳の５つのコンセンサス（５Ｐ



Ｃ）への支持を再確認。また、５つのコンセンサスの履行に関する「ＡＳＥ

ＡＮ首脳のレビューと決定」における関連の決定を再確認。市民及び公共施

設に対する継続的な暴力行為を非難し、即時停戦を求めるとともに、全ての

関係者に対して、無差別な暴力を即時停止するよう具体的な行動をとり、い

かなるエスカレーションも非難し、最大限自制し、全ての市民の保護と安全

を確保し、人道支援の供与及び包摂的な国民対話に資する環境を整えるよう

要求。ＡＳＥＡＮ議長の取組を評価するとともに、地域の平和、安全及び安

定のためのミャンマーによるミャンマー主導の包摂的で永続的な平和的解決

をミャンマーの人々が達成することを支援するため、持続可能な方法で関係

者への働きかけを継続するミャンマーに関するＡＳＥＡＮ議長特使の取組を

賞賛。これに関し、第５７回ＡＳＥＡＮ外相会議／ＡＳＥＡＮ拡大外相会議

及び関連会議の際に、５ＰＣの履行に関するＡＳＥＡＮの現、前及び次期議

長による非公式協議が開催されたことを認識。５つのコンセンサスの履行に

関するＡＳＥＡＮ首脳のレビューと決定の採択を歓迎。地域の平和、安全及

び安定のためのミャンマーによる、ミャンマー主導の包摂的で永続的な平和

的解決をミャンマーの人々が見いだすことを助けるための継続的で持続可能

な戦略及びアプローチへのコミットメントを再確認。（パラ４３） 

（了） 


